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大分県の現状

総面積 ６．３４０．７０ ｋ㎡（平成２７年１０月１日）

人口 １，１５７，４２２名（平成２９年２月１日現在）

世帯数 ４８８．９１９世帯（平成２９年２月１日現在）

市町村数 １８市町村（１４市３町１村）

がん死亡率 ２５．２％（平成２８年度）

多いがん ①肺がん②胃がん③肝臓がん④大腸がん

受診率 胃がん（４３.４％）大腸がん（３９.３％）
肺がん（４９.４％）乳がん（４１.３％）
子宮頚がん（３８.０％）



大分県がん診療連携拠点病院

大分県がん診療連携拠点病院
・大分大学医学部附属病院

地域がん診療連携拠点病院
・大分県立病院
・大分赤十字病院
・別府医療センター
・大分県済生会日田病院
・中津市立中津市民病院

大分県がん診療連携協力病院
・大分医療センター
・大分市医師会立アルメイダ病院
・厚生連鶴見病院 （別府市）

大分県二次医療圏における
中核的な病院

・南海医療センター （佐伯市）
・豊後大野市民病院

大分県



PDCAサイクル活動

 相談件数の増加
 がんサポートブック配布数の増加

拠点病院
共通課題

国の
全体目標

科学的根拠に基づく
がん予防・がん検診の充実

患者本位の
がん医療の実現

尊厳を持って安心して
暮らせる社会の構築

成果
指標

 がん相談ブースの出展
・リレーフォーライフin大分（１１月３日）
・１日まちの保健室：年２回（５月、１０月）

 大分県がんサポートブックの配布（３０００部）

計画

がん相談支援センター周知活動の充実

ともに前年度比
５%増



周知活動 ①院内広報



がん相談支援センターの活動を
ポスターで紹介

病院祭で紹介
厚生連鶴見病院

出張ハローワークを案内
大分県立病院



大分大学医学部
附属病院

デジタルサイネージ（電光掲示板）を用いて
外来ホールでの案内開始

大分県立病院



がんサロンをより多くの人に
知ってもらうために

がんサロンをより知ってもら
うために看護師にがんサロ
ンに参加してもらい、看護師
から入院・外来患者にがん
サロンを、紹介してもらう

大分赤十字病院 大分医師会立
アルメイダ病院

がんサロン

リーフレットの作成
院内の看護師の活用



他機関協働の地域型がんサロンで
がん相談支援センターの紹介

• 院外で、拠点病院と地域の医療福祉事業所が協
働で開催

• 地域で暮らす患者の交流機能のほか、援助職の連
携や専門性向上にも寄与

（※がんサロンの対人援助職に対する教育的効果に関して、研究を実施）



周知活動
②地域図書館との連携



がん相談支援センターの資料を提供

中津市立小幡
記念図書館

宇佐市民図書館

豊後高田
市民図書館

中津市立中津市民病院
別府医療センター
日田済生会病院



図書館での講演会で
がん相談支援センターを紹介

中津市立中津市民病院

医師による健康講座がん相談員による健康講座

大分赤十字病院

緩和ケア講演会でがん相談員が
がん相談支援センターの紹介

平成29年10月14日（土）
大分大学医学部附属病院



図書館でのがん相談会開催

• 28年度より年1回
がん相談員による個別
相談会を実施

• 3月に新たな図書館で開
催予定

中津市立中津市民病院



周知活動③その他



イベントでがん相談ブース出展
拠点病院・協力病院の合同がん相談ブース

リレーフォーライフ１１／３

がん啓発テントを借りて、
各拠点病院・協力病院の
リーフレットを配布

１日まちの保健室 ５/２８、１０/２９
恒例のがんリスクチェックに加え、
がん検診や禁煙促進ポスターを掲示
県内のがん相談支援センターを紹介



メディアを活用した広報周知

別府医療センター

中津市立中津市民病院
がんサロン住民向けの健康教室、
についてコミュニティFM告知
健康教室のケーブルTV放送、
YouTube配信

大分県立病院

出張ハローワークと県内のがん相談支
援センターを紹介した新聞記事掲載

拠点病院・協力病院合同活動
「１日まちの保健室」がん相談ブースの紹介

大分県広報TV「オオイタコレクション」
（OBS放送）

県HP （http：//www.pref.oita.jp/)

大分医療センター
患者・家族がサロンで詠むがん川柳を
TVで紹介（NHK大分放送）



ご清聴ありがとうございました


